
情報・知能１年生 微分積分 II AB共通 期末テスト問題 2006年 2月 7日 1限実施（田嶋 A, 保倉 B）

各人に問題用紙１枚、答案用紙１枚 (表裏使用)、計算用紙１枚を配布する。

答案用紙１枚のみを提出し、問題用紙と計算用紙は持ち帰れ。

【1】 次の重積分を計算せよ．ただし, a は, 正の定数とする.

(1)
∫ ∫

D
(3x− y) dxdy, D = {(x, y)| 0 ≤ x ≤ 2, 1 ≤ y ≤ 2}.

(2)
∫ ∫

D
x2 dxdy, D = {(x, y)| x2 + y2 ≤ a2, x ≥ 0, y ≥ 0}.

【2】 つぎの積分を累次積分の順序を変えて, 2通りに計算せよ.
∫ ∫

D
x3y dxdy, D :直線 y = x, 直線 x = 1, x軸に囲まれた領域.

【3】 次の積分の値を計算せよ. ただし, a は正の定数とする.

(1)
∫ ∫

D
(x+ y)2 dxdy, D = {(x, y)| |x+ y| ≤ 1, |x− y| ≤ 1}.

(2)
∫ ∫

D

√
x2 + y2 dxdy, D = {(x, y)| x2 + y2 ≤ a2}.

【4】 以下に示した等式 (1),(2)が任意の f(x, y)に対して成り立つように ア ～ シ に適切な数式を入れよ。

(1)
∫ 1

0
dx

∫ x

x3
f(x, y)dy =

∫ ア
イ

dy

∫ ウ
エ

f(x, y)dx.

(2)
∫ 1

0
dy

∫ −y2+1

y2−1
f(x, y) dx =

∫ オ
カ

dx

∫ キ
ク

f(x, y)dy +
∫ ケ
コ

dx

∫ サ
シ

f(x, y)dy.

【5】 正の数 a に対して, 領域 D(a), E(a) を

D(a) = {(x, y)| 0 ≤ x ≤ a, 0 ≤ y ≤ a},
E(a) = {(x, y)| x2 + y2 ≤ a2, 0 ≤ x, 0 ≤ y}

とおく. 以下の問に答えよ.

(1)
∫ ∫

D(a)
e−x

2−y2
dxdy =

(∫ a

0
e−x

2
dx

)2

であることを示せ.

(2) 極座標へ変数変換することにより
∫ ∫

E(a)
e−x

2−y2
dxdy の値を求めよ.

(3) (1), (2) の結果を用いて
∫ ∞

0
e−x

2
dx = lim

a→∞

∫ a

0
e−x

2
dx の値を求めよ.

【6】　重積分を使って半径が a の球の体積が
4π
3
a3 であることを示せ。ただし, a は正の定数とする.



福井大学 工学部
情報・知能 １年生 微分積分 II Aクラス (田嶋教員)

Bクラス (保倉教員)
定期試験 答案用紙 2006年 2月 7日 1限実施

学
科

学籍
番号

氏
名

得
点

【1】(1)
10 点

【1】(2)
10 点

【2】
15 点

【3】(1)
10 点

【3】(2)
10 点

【4】
15 点

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

コ

サ

シ

【5】
20 点

【6】は裏面に解答せよ.(10 点)
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